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WEBと生活者の新たなものづくり関係図 
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デジタル制御された多様な工作機械 地域内での新たなものづくりの生態系 
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国内のファブラボ19箇所 
世界80カ国 / 1000箇所以上 
※運営や方針は各施設により異なる 
※ファブラボ鎌倉では次世代型の学習モデルを提案推進 
本事業 : ファブラボ鎌倉とファブラボ山口が連携 

１．実証概要 

1-1. モデル概要 

一般社団法人 国際STEM学習協会 / ファブラボ鎌倉  

FabLab Japan Map 

2017.03 

※その他 国内ファブ施設 120箇所 
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２．モデル内容 

2-1. メンター募集対象 

2-2. メンターおよび児童生徒募集に関する工夫 >> 小学校との連携 

 
対象： 山口大学大学生 / ファブラボ山口 利用者 / ファブラボ山口 関係者  

一般社団法人 国際STEM学習協会 / ファブラボ鎌倉  
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２．モデル内容 

2-3. 他地域に再現可能なノウハウ 

実施体制を実証モデルとし、各地に展開する関連施設との連携を見据えている 

一般社団法人 国際STEM学習協会 / ファブラボ鎌倉  

その他 FAB施設全国120箇所 
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３．モデルの訴求点 

3-1. モデルのねらい・意義 

「つくる」を軸に自由に,分野横断的に学ぶ : 問題解決能力とアイデアを形にする創造性を育む 

一般社団法人 国際STEM学習協会 / ファブラボ鎌倉  
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３．モデルの訴求点 

3-2. モデル実施により得られた効果 

一般社団法人 国際STEM学習協会 / ファブラボ鎌倉  

児童自身による理解度の把握の見える化 >> 児童別のプロファイリングを作成し全員で共有 

進捗に合わせ大学生メンターらの発案による教材を追加：作成されたワークシート 
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３．モデルの訴求点 

3-2. モデル実施により得られた効果 

地域内での合意形成促進 

山口大学教育学部 
山口大学国際総合科学部 
山口大学大学院教育学研究科 
山口市教育委員会 学校教育課 
山口市教育委員会 情報支援員 
山口市教育委員会 社会教育課 
山口情報芸術センター 
やまぐち総合教育支援センター 
宇部工業高等専門学校 
報道関係者 
山口市大殿小学校 保護者 NHK情報維新! やまぐち  2016年11月30日 

一般社団法人 国際STEM学習協会 / ファブラボ鎌倉  
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４．モデルの改善点 

4-1. 実施にあたって直面した困難 (回答：大学生メンター / 実施者) 
・ 短い募集期間、夏休みでもあり、募集の際の告知や面接の調整が困難だったこと 
・ 小学校のでの実施が平日だったため、大学一年生は授業と重なってしまった 
・ 短期間での研修では、1日の欠席にメンターのスキルや理解度の差が生じたこと 
 

4-2. 実施を通して把握した反省点 
・講座内での児童の進捗遅れ、遅刻などにより補講の必要性が出てきたこと 
・学校側のパソコンセキュリティー管理システムとの調整に時間がかかったこと 
・講座を重ねるうちに児童とメンターの関係性に緊張感が緩む場面があった 
・パソコンやキーボードに対する児童の慣れの差が大きかったこと 
 

4-3. モデル普及に向けた改善案 
・余裕を持った募集時期や実施時期を学生のスケジュールを加味し調整していく 
・講座を土曜日、2コマ続きにするなどして作業時間の確保や改善を行う 
・パソコンに対する慣れの事前調査を行い児童のレベルを把握してから実施を行う  
・メンターと児童との間に生じる緊張感のあるほどよい距離感についての実習を行う 
・有線LAN接続など状況に柔軟に対応できるよう、空間構成のノウハウを蓄積する 

一般社団法人 国際STEM学習協会 / ファブラボ鎌倉  
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５．モデルの将来計画 

5-1. 将来計画 
 1. 地域内連携拠点形成 (ハブとなる場所と人の育成、地域内での理解促進、相談等) 
2. 拠点間でのネットワーク化 (ノウハウを共有し効率化を図る) 
3. トレーニングプログラムの構築 (スキルの担保と技術の変化に対して調整を行う)  
4. WEBを活用した学習システム (学習の効率化と人件費などのコスト削減) 

一般社団法人 国際STEM学習協会 / ファブラボ鎌倉  


